
福岡県薬剤師会 (2026In-1)

　当薬局では、良質かつ適切な薬局サービスを提供するために、当薬局の個
人情報保護の取扱いに関する基本方針にもとづいて、常に皆様の個人情報を
適切に取り扱っています。また、当薬局における個人情報の利用目的は、次
に掲げる事項です。
　個人情報の取扱いについて、ご不明な点や疑問などがございましたら、お
気軽にお問い合わせください。

《皆様の個人情報の利用目的》
○当薬局における調剤サービスの提供
○医薬品を安全に使用していただくために必要な事項の把握（副作用歴、

既往歴、アレルギー、体質、併用薬、ご住所や緊急時の連絡先など）
○病院、診療所、薬局、訪問看護ステーション、介護サービス事業者など

との必要な連携
○病院、診療所などからの照会への回答
○家族などへの薬に関する説明
○医療保険・介護保険等の請求事務（審査支払機関への調剤報酬明細書（レ

セプト）の提出、審査支払機関又は保険者への照会、審査支払機関また
は保険者からの照会への回答など）

○オンライン資格確認等システムや電子処方箋管理サービス等を通じて取
得した診療情報・薬剤情報等の閲覧および調剤・服薬指導等への活用

○薬剤師賠償責任保険などに係る保険会社への相談または届出など
○調剤サービスや業務の維持・改善のための基礎資料
○当薬局内で行う症例研究
○当薬局内で行う薬学生の薬局実務実習
○外部監査機関への情報提供
○その他の利用目的

お客様へ
　当薬局は、法に基づく医薬品の情報提供を適切に行うための構造設備及び販
売体制を下記の通り整備しております。尚この提示は、法第９条の６によって
義務付けられております。
１．許可区分：薬局
２．許可証の記載事項
　　・薬局開設者名：
　　・薬局名：
　　・許可番号：
　　・許可年月日：
　　・有効期間：
　　・所在地：
　　・所轄自治体名：
３．薬局管理者：氏名　（薬剤師）
４．当該薬局に勤務する薬剤師・登録販売者の別、氏名、担当業務
　　a 薬剤師　：　氏名 
　　　　　　　　　担当業務 
　　b 登録販売者（従事した期間が２年以上）
　　　　　　　　　氏名 
　　　　　　　　　担当業務 
　　c 登録販売者（従事した期間が２年未満）
　　　　　　　　　氏名 
　　　　　　　　　担当業務 
５．取り扱う医薬品の区分
　　　要指導医薬品　　　第１類医薬品　　　指定第２類医薬品
　　　第２類医薬品　　　第３類医薬品
６．勤務者の名札等による区別
　　・薬剤師は白衣を着用し「薬剤師」と書いた名札をつけています。
　　・登録販売者は「登録販売者」   （従事した期間が２年未満のものは名札に
　　　「研修中」と記載）と書いた名札を付けています。
７．①営業時間での相談対応時間及び連絡先
　　　　・   ： 〜  ： 
　　　　・定休日：
　　　　・連絡先：
　　②営業時間外での相談対応時間及び連絡先
　　　　・   ： 〜  ： 
　　　　・連絡先：
　　③営業時間外で医薬品の購入又は譲り受けの申し込みを受理する時間
　　　　・   ： 〜  ： 
８．緊急時における連絡先
　　　　・連絡先：

１．基本方針
　当薬局は、「個人情報の保護に関する法律」（以下、「個人情報保護法」）および「医
療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」（個人
情報保護委員会・厚生労働省策定。以下、「ガイダンス」）を遵守し、良質な薬局サー
ビスを提供するために、皆様の個人情報を適切かつ万全の体制で取り扱います。

２．具体的な取り組み
　当薬局は、皆様の個人情報を適切に取り扱うために、次の事項を実施します。
  （１）個人情報保護法およびガイダンスをはじめ、関連する法令を遵守します。
  （２）�個人情報の取扱いに関するルール（運用管理規定）を策定し、個人情報取扱責任

者を定めるとともに、従業員全員で遵守します。
  （３）�個人情報の適切な保管のために個人情報保護法及びガイダンスに沿って安全管理

措置を講じ、漏洩・滅失・棄損の防止に努めます。
  （４）�個人情報を適切に取り扱っていることを定期的に確認し、問題が認められた場合

には、これを改善します。
  （５）�個人情報の取得にあたっては、あらかじめ利用目的を明示し、その目的以外には

使用しません。ただし、本人の了解を得ている場合、法令に基づく場合、個人を
識別できないよう匿名化した場合などは除きます。

  （６）�業務を委託する場合は、委託先に対し、当薬局の基本方針を十分理解の上で取り
扱うよう求めるとともに、必要な監督・改善措置に努めます。

  （７）�個人情報の取扱いに関する相談体制を整備し、適切かつ迅速に対応します。

３．相談体制
　当薬局は、次の事項についてご本人から申し出があった場合、適切かつ迅速
に対応します。
  （１）個人情報の利用目的に同意しがたい場合
  （２）�個人情報・第三者提供記録の開示、訂正、利用停止など（法令により応じられ

ない場合を除く）
  （３）個人情報が漏洩・滅失・棄損した場合、または、その可能性が疑われる場合
  （４）その他、個人情報の取扱いについてご質問やご不明な点がある場合

　※ �個人情報の取扱いに関して同意したことによって生ずる結果について、本人が判断
できる能力を有していないなどの場合は、親権者や法定代理人等から同意を得る
必要があります。

安心して薬局サービスを受けていただくために
（ お 知 ら せ ）

薬局の管理及び運営に関する事項要指導医薬品及び一般用医薬品の販売に関する制度に関する事項

個人情報保護に関する基本方針

＊法は医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律を示します。 ＊法は医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律を示します。 

医薬品区分 定義及び解説

要指導医薬品、一般
用医薬品の定義及び
解説

要指導医薬品

下記のイからニに掲げるもののうち、その効能及び効果において人体に対する作用が著
しくないものであって、薬剤師その他の医薬関係者から提供された情報に基づく需要者
の選択により使用されることが目的とされているものであり、かつ、その適正な使用の
ために薬剤師の対面による情報の提供及び薬学的知見に基づく指導が行われることが
必要なもの。
イ  再審査を終えていないダイレクト OTC
ロ  スイッチ直後品目
ハ  毒薬
ニ  劇薬

一
般
用
医
薬
品

第1類医薬品

その副作用等により日常生活に支障を来す程度の健康被害が生ずるおそれがある医薬
品のうちその使用に関し特に注意が必要なものとして厚生労働大臣が指定するもの及び
その製造販売の承認の申請に際して法第14条第８項に該当するとされた医薬品であって
当該申請に係る承認を受けてから厚生労働省令で定める期間を経過しないもの。（一般
用医薬品の中で特にリスクが高い医薬品を指します。）

第2類医薬品

その副作用等により日常生活に支障を来す程度の健康被害が生ずるおそれがある医薬
品（第１類医薬品を除く。）であって厚生労働大臣が指定するもの。（一般用医薬品の中
でリスクが比較的高い医薬品を指します。）
第２類医薬品の中で、特別な注意を要するものとして厚生労働大臣が指定するものを「指
定第２類医薬品」として区別しています。

第3類医薬品
第1類医薬品及び第２類医薬品以外の一般用医薬品。（一般用医薬品の中で比較的リス
クが低い医薬品を指します。）

要指導医薬品、一般
用医薬品の表示に関
する解説

個々の医薬品については、下記のとおり表示されています。

○要指導医薬品は、「要指導医薬品」の文字を記載し、枠で囲みます。

○一般用医薬品は、リスク区分ごとに、「第１類医薬品」「第２類医薬品」「第３類医薬品」の文字
を記載し、枠で囲みます。

○指定第２類医薬品は、２の文字を○（丸枠）又は□（四角枠）で囲みます。

＊要指導医薬品、一般用医薬品の直接の容器又は直接の被包に記載します。また、直接の容器又は直接の
被包の記載が外から見えない場合は、外部の容器又は外部の被包にも併せて記載します。

要指導医薬品、一般
用医薬品の情報の提
供及び指導等に関す
る解説、指定第２類
医薬品の禁忌の確
認・専門家への相談
について

要指導医薬品、第１類医薬品、第２類医薬品及び第３類医薬品にあっては、それぞれ情報提供及び指導の義務に
差があります。また、対応する専門家も下記のように決まっています。
指定第２類医薬品の購入の際には、薬剤師又は登録販売者から禁忌の確認をさせていただきます。また、必要に
応じて相談されることをお勧めします。
登録販売者とは、都道府県の試験に合格した第２類医薬品及び第３類医薬品の販売を担う専門家です。

医薬品の
リスク分類

情報提供等
相談があった場合の

応答
対応する専門家

要指導医薬品 書面で情報提供及び指導 義務 薬剤師

一
般
用
医
薬
品

第１類医薬品 書面で情報提供 義務 薬剤師

指定第２類医薬品
第２類医薬品

情報提供は努力義務 義務 薬剤師又は登録販売者

第３類医薬品 法令上定めなし 義務 薬剤師又は登録販売者

要指導医薬品の陳列
等に関する解説

要指導医薬品は、要指導医薬品陳列区画のカウンター内部若しくは鍵をかけた陳列設備に陳列してい
ます。

一般用医薬品の陳列
に関する解説

第１類医薬品は、第１類医薬品陳列区画のカウンター内部若しくは鍵をかけた陳列設備に陳列してい
ます。
指定第２類医薬品は、情報提供を行うための設備から７メートル以内の範囲に陳列しています。
第２類医薬品、第３類医薬品については、それぞれ区別して陳列棚に配置しています。

医薬品による健康被
害の救済に関する制
度の解説

〔医薬品副作用被害救済制度〕
医薬品を適正に使用したにもかかわらず副作用により、入院治療程度の疾病や障害等の健康被害を受
けた方の救済を図るため、医療費、医療手当、障害年金などの給付を行う制度です。救済の認定基準
や手続きについては、下記にお問合せください。
独立行政法人医薬品医療機器総合機構　　　http://www.pmda.go.jp/index.html
医薬品副作用被害救済制度相談窓口　　　  ０１２０－１４９－９３１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９：００～１７：００（月～金　祝日・年末年始除く）

個人情報の適正な取
扱いを確保するため
の措置

医薬品に関する情報提供等で知り得た個人情報は、薬局内で適切に管理させていただき、第三者への
提供等はいたしません。ただし、行政当局の要請等で報告の必要があると判断された場合には、情報
を提供させていただく場合がございます。

苦情相談窓口
所轄する保健福祉（環境）事務所又は保健所名：

電話番号　　　　　　 －　　　　　－　　　　　 受付時間　　　　：　　　 ～　　　 ：　　　 

開　　設　　者　　：
個人情報取扱責任者：

（お問い合わせ先）    ：〒
電　話　番　号　　：
ファクシミリ　　　：
ホームページ　　　：
Ｅメール　　　　　：

クローバー薬局　上大利店

株式会社クローバー春日薬局　代表取締役　宮井俊介
クローバー薬局　上大利店

091240
令和6年10月1日

令和12年9月30日
大野城市上大利5丁目15番7号-1

　佐藤　真一

佐藤/古川/松尾/宮井/有馬/臺中/寺園/久保山/村上/菊池
調剤・医薬品販売・情報提供・相談

8 45 17 45
日・祝日
092-558-1562（転送）

092-558-1562（転送）24時間

092-558-1562（転送）24時間

佐藤真一
816-0955　大野城市上大利5丁目15-7-1

092­558­1562
092­558­1563
https://cloverph.jp/

info@cloverph.jp 

筑紫保険福祉事務所
092 513 5581 8 30 17 15

株式会社クローバー春日薬局代表取締役宮井俊介

水8：45～16：45　土9：00～13：00
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